
兵庫教育大学附属中学校
1　 学校教育目標

2　 本年度の重点目標

　

３ 　 学校評価結果（ 達成状況） 　 【 A： 達成し ている　 B： 概ね達成し ている　 C： あまり 達成し ていない　 D： 達成し ていない】

分野・ 領域 評価項目（ 取組内容） 取組達成の状況 評価 改善の方策

〇組織運営
・ 管理職がリ ーダーシッ
プを発揮し 、 大学と 連携
し た学校運営

・ 業務改善を行い、 働き 方改革に向けた勤務時間短縮を行おう と す
る意識は、 職員全体に見ら れた。
・ 管理職不在時の、 学校学年運営の統括・ 指示系統が確立し ておら
ず、 不安を感じ る場面があっ た。
・ 教育活動全般に、 管理職と アイ デアを出し 合いながら 取り 組める
雰囲気があっ た。

B

・ 業務改善の具体的な方策と 教務事務、 補助の有効な活用を明確にし 、
更なる業務の精選を行う 。
・ 管理職の出張を調整し 、 業務の統括が円滑にでき る体制を作る。
・ 大学と の連携を強化し 、 人事等を配慮し ながら 、 中学校理解を深め
る。

〇学年・ 学級経営
・ 生徒の主体性をはぐ く
む取組
・ 互いに認め合い、 居場
所のある学級学年経営

・ 年度途中から 学年主任と 学級担任を兼務するこ と と なっ たが、 全
体を見る余裕がなく 、 運営に支障をき たし た。
・ 学活の時間が十分に確保さ れていなかっ た。
・ 学級事務様式を学年当初に揃えるこ と ができ た。
・ 学年、 学級運営より も 、 授業で主体的に取り 組ませるこ と ができ
た。
・ 実態把握のために各種アンケート を行っ ているが、 結果のフ ィ ー
ド バッ ク が不十分であっ た。

B

・ 病休， 休職， 産育休等の代替措置を強く 要望する。
・ 生徒一人一人と 対話する時間や学級活動の時間を確保し 、 担任以外も
生徒に関わり やすい仕組みをつく る。 （ 給食指導や朝、 終わり の会、 学
活など）
・ 他学年理解のために各種委員会を有効利用する。

〇危機管理体制
・ 安全な施設設備、 教育
環境の整備
・ 防災教育の充実
・ 健康安全教育の推進

・ 部外者が簡単に学内に入れる状態であるにも かかわら ず、 朝の立
ち番も 守衛も いないのは問題である。
・ 不審者、 一般来校者、 卒業生などの入校の際の指揮系統が曖昧
で、 生徒、 教員の安全教育が不十分である。
・ 三附属合同避難訓練は意味のあるも のだと 思う が、 より 効果的な
方法を探る必要がある。
・ 定期的な校内の安全点検がさ れていない。
・ 教育環境のTVやアッ プルTVの充実はさ れていた。

B

・ 附属学校園への来訪者は頻繁にあるが、 通行が集中する時間などを中
心に、 立ち番や入校システムを再構築する。
・ 不審者対応の教員研修をする必要がある。
・ 年度当初に三附属統一の危機管理マニュ アルを、 現状に沿っ て確認し
あう 。
・ 校内の安全点検を実施する。

４ 　 分野・ 領域ごと の学校関係者評価

学校自己評価結果及び改善の適切さ についての評価

・ 評価は概ね適切である。

・ 教職員の良好な関係を維持し つつ業
務や働き 方の改善を図っ ている。 今後
も こ の動き を止めるこ と なく 加速し て
いく こ と 。

・ 教職員の服務や侵入者対策など危機
管理に係る基本研修を地域人材を活用
し て実施するこ と 。学
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平成30年度　 学校評価書

　 　 人生をたく まし く 豊かに生き 抜く ために、 考え、 鍛え、 行動する人間の育成
　 　 　 　 　 　 「 生き る力（ Ｚ Ｅ Ｓ Ｔ 　 Ｆ Ｏ Ｒ 　 Ｌ Ｉ Ｖ Ｉ Ｎ Ｇ ） 」 の育成を目指し 、 知・ 徳・ 体の調和の取れた人間性豊かな生徒の育成

（ １ ）  活気あふれる学校づく り に向けての学校運営組織の活性化
（ ３ ）  心の結びつき を基調と し た生徒理解･生徒指導、 及び学年・ 学級経営の充実
（ ５ ）  教職員個々の資質向上、 及びそのための研修の充実
（ ７ ）  地域貢献

（ ２ ）  魅力的で楽し い学校生活のための生活環境、 学習環境の充実
（ ４ ）  確かな学力の定着と 個に応じ た指導の充実
（ ６ ）  地域や家庭と の連携強化、 生徒や保護者と の信頼関係の構築



分野・ 領域 評価項目（ 取組内容） 取組達成の状況 評価 改善の方策 学校自己評価結果及び改善の適切さ についての評価

〇教育活動
・ 個に応じ た支援の充実
・ キャ リ ア総合選択授業
の充実
・ 個々の目標に応じ た進
路指導の充実

・ 合理的配慮は進んでいるが、 パルステッ プなどの新し い取り 組み
に対し て、 共通理解が曖昧である。
・ 大学教員の協力を得て、 キャ リ ア総合を実施するこ と ができ た。

B

・ 教員の資質向上を図る。
・ 総合的な学習の時間を再検討し 、 キャ リ ア総合の内容や講座数、 進路
指導、 オリ パラ ク ロスカ リ キュ ラ ム研究、 その他を系統的に計画する必
要がある。

〇子供理解
・ 道徳科に向けた「 考
え、 議論する」 授業の充
実
・ 仲間づく り の推進、 互
いに認め合う 人間関係構
築、 人権感覚の育成

・ 各学年で指導案作成や検討会・ 授業見学会などを行い、 道徳科 に
向けての準備は進んでいるが、 それが仲間づく り や人間関係構築に
結び付いていないのが課題である。
・ 道徳の授業を学年団全員が輪番で前向き に取り 組むこ と ができ
た。
・ 人権教育を推進し 、 様々な人権課題について考え、 学習をし てい
る。

B

・ 他校と の交流や各部会と の連携によっ て、 情報を収集し 、 「 考え、 議
論する道徳」 と いう 授業の在り 方を附中スタ イ ルと し て確立さ せる。
・ 人権教育を通し て日々の学校生活の中での人権感覚を養う と 共に、 新
たな人権課題について学習する。

〇研究活動
・ 研究研修体制の確立
・ 確かな学力の定着に向
けた授業改善

・ 研究体制が整い、 目指す生徒像に向けての取組を行う こ と ができ
た。
・ 教科を越えた授業力向上研修や、 定期的な自主研修の取組は個々
の教師力向上に繋がっ ていると いう 実感がある。
・ 研究の概要が複雑化し ていっ たので、 教科同士・ 教員同士・ 業務
同士の共通理解や連携のあり 方について、 再検討する必要がある。
・ 特別支援への対応を視野に入れながら 、 基本的な学習習慣の取得
を徹底する必要がある。

B

・ いかなる時も 「 目指す生徒像」 を念頭に掲げ、 業務に取り 組む。
・ 教師が常に学び続ける姿勢を忘れずに、 授業力向上や生徒理解に努め
る。 また、 授業の事後研修会のより 有効的な在り 方についても 検討が必
要である。
・ 教師のゲート キーピング力を磨く 取組を行う と と も に、 取組の目的と
手法の共通理解を明確にする。
・ 特別支援部と 連携を深め、 研究部と 双方向に支援を検討する。

〇生徒指導
・ 生徒個々の共感的内面
理解と 人間関係構築
・ 全教職員の共通理解と
情報共有による問題行動
等への対応

・ 全職員の連携・ 共通理解不足から 対応が不充分な事案が生じ たこ
と があっ た。 早期発見、 早期対応を心掛けなければなら ない。
・ 公立では当たり 前の校則や決まり が曖昧で、 教師による指導に差
が出ている。
・ 教師と 生徒、 保護者間での信頼関係が構築でき ないケースがあっ
た。

B

・ 職員朝集を活用し 、 生徒指導関連の報告を生徒指導主任を中心に密に
行い、 情報共有、 共通理解を図る。
・ 学活等時間の確保により 教育相談の時間確保を行う 。
・ 解釈に差の出るよう な校則を整理する。
・ 生徒指導事案発生の場合、 速やかに職員会合を行い、 解決に向けて共
通理解を行う 。
・ 大学の生徒指導や特別支援の教員と の連携、 研修等を通し て教員の素
養向上を図る。

〇開かれた学校・ 園
・ 保護者と の連携、 Ｐ Ｔ
Ａ 活動の充実
・ 学校から の情報発信・
地域貢献

・ 研究会、 講演会、 キャ リ ア総合などの取組みについて、 Ｈ Ｐ やミ
マモルメ を活用し た情報提供を行う こ と ができ た。
・ 広く 一般に公開し てき たが、 参加者は少なかっ た。

B

・ 早期に行事と 内容を確立し 、 全学年共通の月間予定表や学校だより を
配布し たり 、 Ｈ Ｐ を活用し て教育内容への関心を高めても ら う 。
・ 年度初めの保護者が集まる日に、 今年度行っ たよう な「 今求めら れる
学力」 などについて講話を行い、 理解と 協力を求める。
・ 学校通信などで、 学校が行っ ている教育活動をさ ら に広めていく 必要
がある。

〇大学・ 附属連携
・ 大学及び附属学校園の
連携強化と 発達段階に応
じ た教育活動の充実
・ 大学の先生方と の積極
的な連携、 教科等の指導
力の向上

・ 大学と の連携については、 キャ リ ア教育、 授業研究会、 職員研修
をと おし て授業力向上や生徒理解を進めているが、 教科により 連携
の程度に差が出ているのが課題である。
・ 三附属連携会議を中心に、 幼小中の発達段階に応じ た一貫教育に
ついて話し 合いを持つこ と ができ たが、 具体的な実践内容まで進め
る必要がある。

B

・ 三附属連携会議を大学の教員を含め組織を再構築し 、 どのよう な実践
的活動が効果的かを検証し ながら 進める。
・ 大学教員のも つ専門的な知識を幼小中の教育に生かせるよう 、 研修
会・ 研究会を開き 、 教育課程や授業内容の検討をする。

〇実地教育
・ 教員に必要な素養を高
める指導と 教員自身の資
質能力の向上

・ 教科･学級運営･道徳･部活動など多義にわたる指導を、 時間を捻出
し ながら 行っ ているが、 それ以前の社会人と し ての常識の部分まで
も 中学校教員が指導し なければなら ないのは、 負担が大き く 、 疑念
も ある。
・ 週時間数の少ない教科が複数の実習生を担当し た場合、 一人あた
り の授業数が少なく 、 充実し た実習になっ ているのか疑問である。
・ 実習生に求める指導内容（ 指導案など） が、 指導教員によっ て異
なる。

B

・ 教員の指導時間が確保さ れるよう 、 教科当たり の受け入れ人数の見直
し や、 二分割で受け入れるシステム等も 検討する。
・ 指導教員も 見通し を持っ て実習生の指導に臨み、 指導事項や実地生の
変容が可視化さ れるよう な指導記録の在り 方も 検討し ていく 。

・ 評価は概ね適当である。

・ 地域に対し て授業や行事を案内し 積
極的に開いている。 今後は、 発信方法
の工夫や仕組みづく り を行いながら で
き るだけ多く の方々を学校でお迎えで
き るよう 努力さ れたい。

・ 三校園の連携については、 こ れまで
以上に踏み込んだ実践が必要。 話し 合
いと 並行し 出前や乗り 入れ授業などに
積極的に取り 組まれたい。

・ 評価は概ね適切である。

・ 合理的配慮に関する研究は本校の課
題解決に直結する特色ある研究であ
る。 外部から の引き 合いも 多く 注目さ
れるも の。 充実に向けて組織的に取り
組まれたい。

・ 道徳に関する研究は学校全体で取り
組んでいる。 教科化に向け評価方法の
研究・ 検討を進めら れるこ と に期待す
る。

・ 研究や授業改善の足元だけにと ら わ
れるこ と なく 教育目標や目指す生徒像
を常に視野に入れた取り 組みと なっ て
いる。 今後も 、 無理をするこ と なく 目
的を見失う こ と のない取り 組みを継続
し ていく こ と に期待する。

・ 生徒指導面においては、 教員の共通
理解が必要。 組織的な動き を確立さ れ
たい。

・ 学力や心の成長など「 子供の事実」
で評価するこ と が必要。 データ を積極
的に活用・ 公表し ながら 改善に努めて
いただき たい。
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